
SEANET 2006
大阪開催決まる

JA3AA  島 伊三治

SEANET2004 は 11 月 19 日から 21 日までバ

ンコクで開催されました。JA3AER、JA3USA、

JE3BEQ ご夫妻のアイハウスラジオクラブメン

バーに JA3QUU、JA4HCK 等日本からの参加者

は 20名を超えて

いました。

私がバンコクを

訪れたのは 22年

振りでしたが、

道路が良くなり

高層建築物が増

え、地下鉄が走っ

ているのをまの

あたりにして都市の変貌に目を見張りました。

最終日の 11 月 21 日午前の会議で 2006 年の

開催地には、大阪に決まったことをご報告致

します。

2006 年の大阪開催については、JA3AER 荒川

さんのプレゼンテーションがあり、大きな拍

手でこれが認められました。これで第 36 回

SEANET CONVENTION の大阪開催が正式に決

まりました。よく考えてみますと、日本にお

いて個人レベルでの国際的なアマチュア無線

の会合は、1993 年に大阪国際交流センターで

開催された国際 YL ミーティング以外に例を

見ません。  当然 SEANET も初めての日本開催

となり、そのホスト役は当クラブであります。

各国の方々に大阪へ来て良かったと思って頂

けるよう力を合わせて準備にかかりましょう。

英国に駐在中、しばしばスコットランドに出か

けました。免許は居住地がウエールズですから

GW0RTA のコールサインが割り当てられている

が、スコットランドに移動して運用する時はそ

のプリフェックスGWをGMに変更するのです。

この見晴らしのよい写真は 1997 年にスコット

ランドのノース・ウイスト（North Uist）島で運

用するためにホテルの裏庭にアンテナ（R7）を

セットアップしたところです。この島はスコッ

トランドの北西に位置し、ヘブリデス諸島（The 

Hebrides）の一つです。このツアーでは、車に

アンテナ（R7）とトランシーバー（IC-760PRO）

を積んで、オーバン港からフェリーでバラ

（Barra）島に渡り、そこで運用の後、北上して

サウス・ウイスト（South Uist）島、そしてノー

一枚の写真から   JA3AER   荒川 泰蔵                                                   GM0RTA/P の巻
ス・ウイスト（North Uist）島にたどり着いたのです。

観光地でもないこんな僻地に足をのばした日本人

は少ないのではないでしょうか。これらのヘブリ

デス諸島の IOTA 番号は EU-010 でスコットランド

本土の EU-005 とは区別されているため、運用する

とすぐパイルになった。またGM-DX Group が発行

するスコットランドの島のアワード IOSA（Islands 

Of Scotland Award）では、それぞれの島に別々の

番号が割り振られており、どの島から出ても、こ

のアワードを狙う人達に良く呼ばれた。帰途はス

カイ島（Isle of Skye）までフェリーで渡り、そこ

でも 1泊しての運用で EU-008 をサービスしたが、

このスカイ島へは本土から最近になって橋ができ

たため、観光客は容易に行く事ができるようになっ

たようだ。

SEANET convention 2004

in Bangkok
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(3) 実験場所

JA3VWT 局常置場所の 14 階建てマンション 11

階 ( 地上高約 30m) 部分の居室南側ベランダを

実験場所とした。

ベランダ空間は、幅 566cm、奥行 142cm 及び

高さ 256cm である。

HFV5 アンテナを取り付けるためのスライド可

能伸縮ポール (1脚 )は、ベランダのほぼ中央 (東

端から 276cm の位置 ) の高さ 190cm の物干竿

用逆 J字型鉄製ポール (断面は2.5cm正四角形 )

上部にベランダ外側に向けて取り付けた。ベラ

ンダ柵は高さ 142cm のアルミ製枠組にアクリ

ル製と思しき目隠しが設置されたものである。

したがって、給電点は、ベランダ柵上端アルミ

手すりから約 50cm 上方、ベランダ天井から約

66cm 下方のほぼベランダ中央の空中にあるこ

ととなる。

なお、アンテナ給電点直下のベランダ柵下部に

アルミ網線でアースをとった。

(4) 実験内容

実験は、次の 2 実験とし、それぞれ実験条件を

以下の 3 段階に設定した。

( イ ) 14MHz ローディングコイルの追加実験

 ( 運用帯域拡大 )

( ロ ) 給電点の前後移動実験 ( 送受信性能評価 )

それぞれの実験について設定した実験条件は、

( イ ) ローディングコイルの追加については、追

加エレメントなし ( 標準状態 )、左エレメントに

1 本追加及び左右エレメントにそれぞれ 1 本ず

つ追加の 3 条件とし、( ロ ) 給電点の移動につい

ては、ベランダ柵内側 40cm( 標準状態 )、0cm

及び外側 40cm の 3 条件とした。

3. 実験準備及びアンテナ設置結果
(1) アンテナ設置状況

ベランダ柵中央部分に固定された逆 J 字型物干

用鉄製ポールの上部にアンテナ伸縮用ポール

( 写真撮影用 1 脚 ( 写真 1)) を固定し、その先端

部に HFV5 のバラン台 ( アルミ製 ) を付属のマ

スト取付金具でナット止めした ( 写真 2)。

伸縮用ポールは、第 1 段を伸展した場合に、給

電点がちょうどベランダ柵の真上に来る ( すな

わち給電点 0cm の位置 ) ように調整して設置し

た。こうすることで第 1 段及び第 2 段の両方を

縮めた場合 ( 収納時 ) には、給電点がベランダ

内側 40cm となり、大風に強く安全性が高まる。

また、第 1 段と第 2 段を伸張した場合には給電

点がベランダ外側 40cm の空中となる。

アンテナ同調点及び SWR 最小点調整は、伸縮

ポールを収納した状態 ( 給電点内側 40cm) で

行った。こうすることで、同調点調整用のタブ

がベランダ内で調整可能となり、作業の安全性

が確保できる。地上 30m のベランダでの作業

であるので、その内側で調整作業ができること

がベランダアンテナ設置工事として重要な要件

となる。

 

ベランダアンテナ調整報告
HFV5 14MHz

運用可能帯域拡大実験
JA3VWT  中野幸紀

報告概要

ベランダアンテナ HFV5( エレメント長約 150cm

× 2) の先端部につく 14MHz ローディングコイル

を左右各 1 本追加し、2 本 2 対とした場合に運用

可能周波数帯域を通常の約 2 倍 ( 約 100kHz) に拡

大可能であること、左のみ 2 本とした場合、帯域

を通常の約 1.5 倍 ( 約 75kHz) に拡大可能であるこ

と、及び、その際、送受信性能にはほとんど改善が

なかったことなどを報告している。

運用結果は、送受信性能の改善が見られなかったた

め、海外 QSO には向かないが、運用可能周波数帯

域が拡大することによってローカル QSO に最適な

アンテナとなったことを報告する。

1. 実験目的
高短縮率マルチバンド・トップローディング V 型

ダイポールアンテナ (HFV5) の 14MHz 用ローディ

ングコイルを左右各 2 本 ( 通常は左右各 1 本 ) 使

用することによって、同型アンテナの 14MHz 帯域

における運用可能周波数帯域の変化を観察する*1。

同時に、給電点をベランダ内側 40cm から外側

40cm に突き出した時のアンテナの送受信性能変化

などを観察する。

2. 実験方法
(1) 実験対象アンテナ及びその他機材

( イ ) アンテナ

Diamond 社製マルチバンド V 型短縮ダイポー

ルアンテナ (商品名 :HFV5(7, 14, 21, 28 and 50 

MHz 用 )) を実験対象アンテナとした。

中央部の分厚いアルミ板上にバランがネジ止

めされており、そこから左右約 130 度に約

105cm の長さの堅牢なアルミ棒が出ている。ア

ルミ棒の先端にアルミ製のネジうけ台があり、

そこに最大で 7,14,21,28,50MHz の 5 本のロー

ディングコイルをネジ止めすることができる。

7MHz のローディングコイルを使用せず、

14MHz、21MHz 及び 28MHz のローディング

コイルだけを取り付けた場合のエレメント長は

片側約 150cm となる。回転半径は約 2.5m 程

度とみられ、非常にコンパクトで軽量である。

( ロ ) アンテナ支柱

アンテナを取り付ける支柱として、高さ 190cm

の物干竿用逆 J 字型鉄製支柱 ( 断面は 2.5cm 正

四角形 ) をそのまま用いた。支柱はベランダ外

柵の中央部分に設置されている

( ハ ) 伸縮ポール

給電点を前後に移動させるため、写真撮影用 1

脚をアンテナ支柱奥部に U 字ボルト 3 本で固

定した。1 脚はアルミ製の 3 段伸縮式、Velbon 

UP4000 である。この機材はその断面が台形と

なっており、ねじれ応力に強いだけでなく支柱

上部に U 字ボルトで締め付けて固定しても外形

が変形しない*2 。U 字ボルトで確実にアンテナ

支柱に固定できなければならないという必須条

件を満たすものはこの他になかった。

(2) 測定機

KURANISHI Instrument 社製の BR200 Standing 

Wave Analyzer(アンテナアナライザ)を用いた。

(2) アース点の確保

JP3AZA 河田さんに月例会で教えていただいた

とおり、アンテナ直下ベランダアルミ柵の下部

にアース・ポイントを設置した。4 ミリねじ穴

を 3 個開け、幅 1.5 センチ長さ 3 メートルの平

網線をねじ止めした。これを部屋の下部換気口

からアンテナ同軸線といっしょに室内に入れ、

トランシーバにねじ止めし、メインアースとし

た ( 写真 3)。これによってアンテナアナライザ

測定時の SWR 最良点とトランシーバ運用時の

SWR 最良点がずれる現象がほとんど見られなく

なった。

(3) 同調点調整用タブ長さの調整及びその結果

運用中心周波数 14.160MHz 付近において SWR

がもっとも小さくなるようローディングコイル

先端部にある同調点調整用タブ長を調整した。

HFV5 の構造上、各運用バンドのローディング

コイルが左右エレメント先端部のアルミ製ネジ

うけ台に一ヶ所に集中的に取り付けられてお

り、同調点は他バンドのローディングコイル調

整用タブを動かすことでごくわずかだけ変化す

る ( 実用上は大きな支障のない程度の変動だと

思われるが、ここではかなり厳密に調整したの

で各バンドの調整後に再度他バンドの同調点確

認とタブ長再調整を行った。)。

調整は、低いバンド、すなわち 14MHz バンド

からはじめ、21MHz、28MHz バンドへと移動

する順番で行った。14MHz バンドでの同調点

SWR が 2 以下になってくると他バンドの調整

はほとんど不要となる。この結果、他バンドの

同調点は 14MHz よりも先に仮決定できた。

( イ ) 同調点調整用タブ長測定結果

最初に、HFV5 の左右両エレメントに 14, 21, 

28MHz の 3 エレメントをそれぞれ 1 本ずつ取

り付けた標準状態で運用周波数 14.160MHz、

21.250MHz 及び 28.350MHz でのタブ長さを

決定した。

SWR が最小になるよう調整した後のタブ長

は、表 1 に示すとおり、それぞれの周波数

で、14MHz エレメント長が左右とも 42mm、

21MHz エ レ メ ン ト 長 が 左、129mm、 右

183mm、28MHz エレメント長が左、85mm、

右 118mm で あ っ た。 こ の と き の SWR は、

14MHz で 1.03、21MHz で 1.1、28MHz で 1.2
（写真１）

アンテナ伸縮用ポールの設置状況

（写真２）給電点取り付け状況

（写真３）アース線設置状況
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となった。

 (b)  14MHz ローディングコイルを左右各 1 本追加

した場合

次に、HFV5 に左右それぞれ 14MHz ローディ

ングコイルを 2 本及び 21, 28MHz のローディ

ングコイルを 1 本ずつ取り付けた状態 ( 片エレ

メントで 4 エレメント取り付け状態 ) で同調点

調整用タブ長さを決定した。

　14MHz ローディングコイルが左右 2 本ずつ

同じものがあるため、それらの位置関係が 90

度以上の相対角度で交差するように取り付け

た。その結果、中央部分 ( エレメント延長方向 )

に 21MHz、上下に 14MHz、手前に 28MHz と

いう相対配置となった ( 写真 4)。

14MHz の調整を詳細に行う前に、21MHz 及び

28MHz のタブ長を SWR がそれぞれ最小とな

るよう仮決定した。その結果、SWR が 21MHz 

1.12 及び 28MHz 1.35 の時に、21MHz タブ長

が左 67mm、右 136mm、28MHz タブ長が左

67mm、右 91mm となった。いずれも 14MHz

ローディングコイルが左右 1 本であった標準時

に比べて大幅に短くなった。つまり14MHzロー

ディングコイルの追加で 21 及び 28MHz のエ

レメント同調点が下がった。このことから、ロー

ディングコイルの追加によってアンテナエレメ

ント全体のインダクタンス分が増加したと考え

られる。

次に、14MHz 左右各 2 本、合計 4 本の同調

点調整用タブをカットアンドトライで最小の

SWR が得られるよう調整した。その方法は、ま

ず、左側 2 本のタブ長をもっとも短くした状

態 (2.8cm) に固定し、右側 2 本の同調点調整

用タブのうち、上タブ長を固定した状態で下タ

ブを順次調整し、同調点を 14.160MHz に近づ

け、その変化がとまったところ ( 短縮しても同

調点が動かなくなるところ ) で、再度下側のタ

ブ長を調整し、その調整によって同調点が移動

しなくなる点で左側エレメントのタブ長を少し

だけ調整する (1mm 単位で伸ばす ) という手法

であった。これを 2~3 回繰り返すことで、最小

点 (SWR=1.0) が得られた。その時の 14MHz タ

ブ長は、右側下タブ長 69mm、右側上タブ長

68mm、左側上 31mm 左下 27mm であった。

( ロ ) 14MHz ローディングコイルを左 1 本追加し

た場合

最後に、HFV5 の右側ローディングコイル 2

本のうち 1 本を外し、左側 2 本、右側 1 本と

して、再度タブ長を調整・決定した。その結

果、14MHz タブ長は左上下とも 42mm、右 (1

本 )50mm となった。この時の 21MHz のタブ

長はそれぞれ左 133mm、右 181mm、28MHz

のタブ長は左 83mm、右 122mm となった。

（写真４） ローディングコイル取り付け状況
（HFV5 左エレメント）

表 1　ローディングコイル同調点調整結果

4. 14MHzSWR測定結果
( イ ) 14MHz ローディングコイル左右 1 本 (1+1) 取

り付け時 ( 標準 )

図 1 に示すとおり、ローディングコイル左右そ

れぞれ 1 本使用時には、SWR<2.0 の帯域幅は

50kHz 強であった。

図 1 14MHz ローディングコイル 1+1 本取り付け時の

SWR変化測定結果

( ロ )14MHz ローディングコイル 2+2 本取り付け時

　 図 2 に示すとおり、ローディングコイル 2 本使

用時には、SWR<2.0 の帯域幅が 100kHz 弱と 1

本時のほぼ 2 倍となった。

図 2　14MHz ローディングコイル 2+2 本取り付け時の

SWR変化測定結果

( ハ )14MHz ローディングコイル 2+1 本取り付け時

図 3 に示すとおり、ローディングコイル左 2

本、右 1 本使用時には、SWR<2.0 の帯域幅が

75kHz 弱と標準時と 2 本取り付け時のほぼ中間

となった。

図 3 14MHz ローディングコイル左エレメント 2本取り

付け時の SWR変化測定結果

調整タブ長さ測定結果（SWR)
(unit:mm)

周波数  左エレメント    右エレメント
14MHz 42 42
21MHz 129 183
28MHz 85 118

14MHz
上 42
下 42 50

21MHz 133 181
28MHz 83 122

14MHz
上 36 68
下 33 69

21MHz 67 136
28MHz 67 91

5. 給電点の移動
ベランダ柵手すり端真上を 0cm とする。その内側

に40cmの位置をマイナス40cm(伸縮ポール(1脚 )

を完全収納した位置 : 写真 5) を標準設置点とした。

( 写真 5) 給電点ベランダ内側 ( アンテナ収納位置 )

 ( 写真 6) 給電点ベランダ手すり柵直上 ( 通常運用時 )

 ( 写真 7) 給電点ベランダ外側 (40cm伸張、コンテスト時 )

この時、各給電点で SWR が最小となる点を仮に同

調点 (f0) とすれば、f0 は給電点をベランダ外側に移

動させると数十 kHz 上方に移動する。移動幅は周

波数帯によって異なり、以下の報告 (1)~(3) のとお

りとなった。カッコ内の数値は測定時の SWR 値で

ある。

(1) 14MHz
14MHz ではベランダ内側 ( 伸縮ポール収

納時、ベランダ端からマイナス -40cm) で、

f0=14.147(1.01)、ベランダ柵直上 ( 通常運用時、

ベランダ端直上 0cm) で f0=14.165(1.05)、ベラ

ンダ外側 ( 伸縮ポール伸張時、ベランダ端から

外側へ +40cm) で、f0=14.177(1.08) となった。

給電点がベランダ内側から外側に移動するとそ

れぞれ 18kHz、12kHz だけ同調点が変化して

おり、ベランダ柵などのアンテナ周りの影響が

かなり大きいことをうかがわせる結果となって

いる。この時の運用可能帯域 (SWR<2.0) は約

100kHz のまま変化なかった。

(2) 21MHz
21MHzでは収納時(-40cm)で f0=21.222(1.10)、

ベランダ柵直上 (0cm) で f0=21.250(1.15)、ベ

ランダ外側 (+40cm) で、f0=21.249(1.30) となっ

た。給電点がベランダ内側からベランダ柵直上

に移動することで同調周波数が 29kHz 変化し
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ており、給電点への建物などの影響が大きいこ

とがうかがえるが、さらに給電点を外側に出し

てもその同調点はほとんど変化しておらず、単

に SWR が増大している。この時の運用可能帯

域(SWR<2.0)は約200kHzのまま変化なかった。

(3) 28MHz
28MHz では標準点で f0=28.302(1.22)、ベラン

ダ柵直上 (0cm) で f0=28.328(1.10)、ベランダ

外側 (+40cm) で、f0=28.337(1.20) となった。

約 80cm の給電点の移動で同調点が 35kHz し

か移動していないことは、ベランダ柵の影響を

受けにくい周波数であることをうかがわせる。

この時の運用可能帯域 (SWR<2.0) は約 400kHz

のまま変化なかった。

なお、降雨時にはアンテナエレメント全体に

雨滴が多数付着するため同調点は 14MHz で約

40kHz 下がり、21MHz でも 20kHz ほど低下す

ることが観察されている。

6. 実験結果総括と運用結果
以上の実験結果から、14MHz 帯域では短縮率の

大きい Diamond 社製の V 型ダイポールアンテナ

(HFV5) に 14MHz ローディングコイルを 4 本 ( 左

右それぞれ 2 本ずつ ) 取り付けることで、運用可能

な帯域幅が約 2 倍 (100kHz) に、ローディングコイ

ルを 3 本 ( 左 2 本、右 1 本 ) 取り付けることで帯域

が約 1.5 倍 (75kHz) に拡大できることがわかった。

また、給電点をベランダ内側から外側空中に移動す

ることで同調点が数十 kHz 高くなることがわかっ

た。その際に SWR<2.0 の運用可能帯域も平行して

移動するがその帯域幅はほとんど変化しない。その

結果、アンテナをベランダから 40cm 突き出した

状態でも 14MHz における運用可能帯域を 100kHz

確保することができた。

ベランダ外側に給電点がある場合と内側にある場合

(80cm の差 ) では、14MHz の地上見通し距離の通

信で送受信とも S で 1~2 の違いがある (JE3BEQ 局

の協力による。)。

しかし、14MHz における SSB コンテスト運用結

果は惨憺たるものである。使用リグは YAESU FT-

1000MP( 出力 50w) である。

2004 年 7 月 11 日 ( コンテスト時 ) にアンテナ標

準状態 ( 追加ローディングコイルなし ) でマレーシ

ア 9M6A とコンタクトできた ( 相手信号は 56)。こ

れが標準状態 ( 給電点がべランダ外柵直上位置 ) で

の唯一の交信実績である。

その後、14MHz ローディングコイルを 4 本とした

状態で約 1 週間運用した結果は、2004 年 9 月 24

日と 25 日に沖縄局とコンタクトできただけであっ

た。海外局との交信はできなかった。

最後に、ローディングコイル 3 本 ( 左 2 本、右 1 本 )

で DX コンテストに参加した。2004 年 10 月 2 日

と 3 日のオセアニアコンテストでは海外 QSO とし

て初めて ZO1ALZ と交信 ( 受信強度 58)、11 月 13

日からの Japan International DX Contest Phone で

は YB0A( 受信強度 58)、ZO1ALZ( 受信強度 58)、

JT1CJ( 受信強度 53) などとナンバー交換できた。

しかし、相手局の信号が明瞭に ( 信号強度 51 以上 )

聞こえていてもこちらからの電波はぎりぎりで届か

ず、交信成立にいたらなかったものが数件あった。

ローディングコイル左右 1 対の標準状態では運用

可能周波数帯域が 50kHz と狭いため、ほとんど運

用に耐えないことから考えれば、ローディングコイ

ル 4 本または 3 本で運用可能帯域を拡大しておく

ことは魅力的である。しかし、4本ではどうもダミー

ロード的な感じ (SWR は低いが電波がアンテナから

出て行かない。) であるため、今後はローディング

コイル 3 本装着状態で運用する。

いずれにしても、エレメント長 150cm 程度のベラ

ンダ設置短縮アンテナ ( 給電点外側最大 40cm) で

は、短縮率の大きい 14MHz 帯域では海外局との

QSO は困難であると見られ、毎週土曜日開催の

JI3ZAG ロールコール及び国内局とのラグチューに

最適なアンテナであると評価できる*3 。

このように HFV5 全体としての性能には大いに満

足しているため、なんとか今後も 14MHz における

性能改善の試みを継続して行きたいと考えていると

ころである。

*1 実験開始当初は、同一バンド内の異なる周波数に同

調させたローディングコイルを 2 本使用すること

で、例えば、CW 用とフォーン用の２つの周波数帯

域の利用が可能になるのではないかと期待したが、

結果的には、Diamond 社のサポートから示唆のあっ

たとおり、同調周波数を２つに分けることはできず、

同一同調周波数点にいいてその利用帯域幅が拡大

（広帯域化）するとの結果が得られたものである。

*2 断面が丸型の一脚では U 字ボルトで外側からきつく

支柱に固定すると断面がゆがみ、内側のポールがス

ライドできなくなることがある。

*3 なお、このアンテナも短縮率が緩和される 21MHz

では、コンテスト時においてもベランダの地上高

30m を武器に、ほぼ満足できる性能を発揮してい

る（フィンランド、アルゼンチン、ネヴァダ、オー

ストラリア、インドネシアなどと交信）

思い出の写真
JA3UB   三好二郎

来年はアマチュア無線の免許を取得して 50 年

目を迎えるので写真や 8 ミリフィルムの

整理をしつつある。

今から 20 年前の 1984 年にはアマチュア無線

を禁止している国やアクティビティの低い国も

多く、中国も北京、上海、成都に各 1 局そして

私達が援助して福州開局したばかりの

ものを合わせて全土にたった 4 局、しかも中国

からのローバンドや 50 メガ、そして特殊

モードによる運用はボクが始めてとあって DX

コンベンション等に顔を出すとよくもてたもの

であった。

1984 年 11 月ペナン島で開催されたコンベン

ションでインドの若手 DXer として名を馳せて

いた VU2RBI バラティと DX 談義をした時の赤

茶けた写真が出てきたので披露させていただく。

彼女はインド首相で熱心なアマチュア無線家で

あった故ラシブ・ガンジーとも親交があって通

常許可されない地域からアマチュア無線の運用

をしたりアクティブであったが其の後結婚して

から消息が途絶えていた。

この 10 月ソウルで開催された世界 YL ミーティ

ングにインドから参加した VU2SWS サラに消息

を訊ねたところ最近活発に活動をしているとの

ことであった。そしてバラティから来たメール

には「私のところへは YL ミーティングの案内

その他の便りがさっぱりなかった。ところで 12

月に通常アマチュア無線が許可されないアンダ

マン島から電波をだすよ」と書かれていた。

SkyPhoto Collections by JA3USA

ソウル中心部

韓国 国会議事堂

インチョン空港

KBS
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Dr. Ken との再会
JE3BEQ  宮本

昨年マレーシアのジョホール・バールで行わ

れ た SEANET コ ン ベ ン シ ョ ン で、 初 対 面 の

Dr.Ken(9M2KN) から一杯飲もうと声をかけられホ

テルのバーで飲むのかと思いきや、深夜近く一時間

ぐらい車で見知らぬところに連れて行かれ、人気の

ない産婦人科病院の手術室に入れられたり、御殿の

ような家の大理石の居間で薄明かりの中酒を飲んだ

スリリングな話しは、一年前のニューズレターでご

紹介した。

島さん (JA3AA)、馬場さん (JA4HCK)、私と家内は

一日早くバンコックに到着した。その晩夕食も済

ませて、いよいよ明日 Seaneter 達が集まってくる

のだなあと家内と二人ロビーでくつろいでいたとこ

ろ、ふと横を見ると Roy (DU9/G4UNL) と Ken が

そこにいるではないか、文字通り感激の再会となっ

た。Grand dinner( メインパーティー ) では夫々の

国の伝統的な服装で余興を楽しむ人が多いが、今回

参加するに当たって Roy から何度もトラディショ

ナルな服装をと on the air で所望されていた。し

かし俄仕立てでは絵にならないと欠礼し、その代

わりもし余興が回ってきたら坂本九の The stars 

of looking up night と Sukiyaki を皆で歌えるよう

に、念のためバイリンガルの歌詞とカラオケテー

プを用意しておいた。案の定直前になって荒川さ

ん (JA3AER) から、今回は誰も余興の準備をしてい

ないので宮本さんにやって欲しいとお鉢が回ってき

た。早速日本の皆さんに舞台に上がってもらうと共

に皆に一緒に歌おうと声を掛けたら、Ken が真っ

先に舞台に上がってくれてテノールの美声で盛り上

がった。例によってこのパーティーは延々と続き夜

中を過ぎてやっと終わった。Ken からパーティーが

終わったら部屋でまた飲もうと、前日から日本の人

を連れてくるようにと誘われていた。しかし遅い時

間であったので残念だが又の機会にと別れ際に挨拶

すると、彼は残念そうに「僕は何時でも歓迎する」

と言った。部屋に戻ってディジカメのバックアップ

やバッテリーの充電等後片付けをしているときに、

ふと先ほどの Ken の残念そうな顔が浮かんだ。そ

して無性に会いたくなり、家内が事前にコンビニで

買っておいてくれた紙カップを持って彼の部屋に

走った。彼の部屋は廊下の一番奥まったところにあ

り扉は開けっ放しであった。後で思ったが彼は皆が

きて夜でも話しができるように、この部屋を取って

いたように思う。中に入るとパジャマに着替えてく

つろぐ Ken を囲んで、Gary (VK8GW) と彼の奥さ

ん、Hans (DF5UG)、Chen (BA1HAM) らが話しを

していた。そして彼は好きなものを飲むようにと目

で合図をした。彼と一年前に飲んだとき、ウイス

キーはシングルモルトに限ると一致したものだ。し

SEANET 2004
Snap shots

かし彼の家ではないしテーブルの上にはジョニーウ

オ―カーがあったので独酌で注ごうとすると、離れ

たところから彼が何か言った。すぐには何を言われ

ているのか分からなかったが、テーブルの青い筒が

目に入って彼がそれを飲むように言っているのに気

付いた。一年前に彼の家でご馳走になったあのス

モーキーな香りのするシングルモルトであった。ま

だ封を切ってなく一瞬躊躇したが彼に促されて注い

だ。それはまさしく懐かしいあの香りであった。そ

してこの上等の酒をあたかも自分が持ってきたかの

ように、勝手に皆に注いだ。Ken はそれを満足そう

に見ていた。このとき先ほど到着しそのまま別れた

ばかりの Mac(JA3USA) と西間さん (JA3QUU) のこ

とを思い出し、深夜 1 時を過ぎようとしていたが

電話で二人を呼び出した。パーティーの司会で大活

躍した Thida (HS1ASC) や世話役の HS の若者達も

きて部屋は満員になったが、家内の用意した紙コッ

プが役に立ち全員が酒を飲みながら楽しいひと時を

過ごした。またこのとき Ken のターバンの秘密を

知った。彼は 007 のショーンコネリーに勝るとも

劣らないハンサムでダンディーなナイスガイである

が、何とも言えない人柄に強く魅かれるのは私だけ

ではないと思う。今回彼を一つだけ不愉快にさせた

ことがある。それは「来年のバンガロールで行われ

る Seanet に来るか ?」と念を押されて、メイビー

と答えたときであった。余り好き勝手ばかりしてい

ると家内に離婚されると言ったら、家内のところに

行って何か話していた。家内も内緒 ! と何も言わな

い。来年バンガロールで再会するのが楽しみである。

Gary の奥さんと西間さん

HSの世話役達とMac

Ken と Hans と私

ロールコール
毎週土曜日 9:00JST@14.160MHz

月 例 会
大阪国際交流センター
毎月第 2金曜日

Web: http://ja3.net/ihouse

大阪国際交流センターラジオクラブ

JI3ZAG


